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上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況について 

 

 

当社は、2021 年12月17日にスタンダード市場の上場維持基準への適合に向けた計画を提出し、その内

容について開示しております。2023年９月末時点における計画の進捗状況等について、下記の通り作成しま

したので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間 

当社の2023年９月末時点におけるスタンダード市場の上場維持基準への適合状況は以下のとおりと

なっており、「流通株式比率」について基準を充たしておりません。 

当社は、当初計画時においては2024年12月までに上場維持基準を満たす計画をしておりましたが、後

述の「2.計画期間変更の理由」に記載のとおり2025年9月期までの計画に変更し、引き続きあらゆる可能

性を検討した上で各種取組を進めてまいります。 

 
株主数 流通株式数 

流通株式 

時価総額 
流通株式比率 

当社の適合状況

及びその推移 

2021年６月末時点 

(移行基準日) 
1,844人 11,805単位 45億円 11.9％ 

2022年９月末時点 1,552人 15,183単位 44億円 14.8％ 

2023年９月末時点 2,568人 16,927単位 49億円 16.1％ 

上場維持基準 400人 2,000単位 10億円 25.0％ 

変更後の計画期間    2025年9月期 

※当社の適合状況は、東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等をもとに算 

出を行ったものです。 

  

２． 計画期間変更の理由 

当社は、2023年9月期における投資計画を着実に実行してまいりましたが、引き続き投資すべきタイミ

ングと判断し、2024年9月期においても一定の投資実行を計画しております。これにより2025年9月期

における業績の更なる成長を実現し、株価の上昇・安定化に向けてより一層の投資環境を整えていくこと

で流通株式比率の向上に取り組むべく新たな計画期間を2025年9月期と決定したものです。（後述の「4.

今後の課題と取組み内容」 

 

３． 上場維持基準の適合に向けた取組みの実施状況及び評価（2022年10月～2023年９月） 

当社は、2021年12月17日に提出した計画に記載の基本方針をもとに、2023年９月期の業績予想を達



 

 

 
 

成し企業価値を向上させていくことで、株価水準や出来高等当社株式の取引をより行いやすい環境を醸成

し、課題である経営陣の保有する株式比率83.2%の流動化に向けた話し合いを継続しております。昨今の

不安定な市況（株式市場）を踏まえて流動化については慎重に実施時期を検討している旨報告を受けてお

ります。 

併せて決算説明会や機関投資家面談を通じて企業価値向上に努め、ひいては幅広い投資を呼び込み、 

上場維持基準への適合を目指しております。 

 

 

４． 今後の課題と取組み内容 

当社は、現状「流通株式比率」のみ基準を充たしておりません。継続的に経営陣に対して流動化に向け

た段階的な実施を働きかけていくとともに、2023年９月期における「投資計画」を実行した結果、売上高

は前期比20%を超える成長を達成し、2024年9月期においても前期比25%(業績予想値)の成長を見込んで

おります。継続した投資を実行し、子会社であるDatachainにおける取組みも加速させ、計画のとおり持

続的な成長と中長期的な企業価値の向上により、株価の上昇及びその安定化を図ることが重要であること

を認識しております。その上で、あらゆる可能性を検討し、流通株式比率の向上に資する施策を実行して

まいります。 

 

以上 


